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自動車部晶の需要予測  
一寿命と取替えに基づくシミレーションモデルー  
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4．常要予測モデル   

自動車（システム）の生涯にわたる部品の取替履歴と  

して、先に導入した寿命のある再生過程モデルを適用す  
る。そしてこのモデルに従って、自動車の寿命および部  

品の取替間隔を乱数で発生させて部品の取替履歴を実現  

する。これを各自動車について行い、全ての登録車に対  
するその総和を部品の取替需要として予測する。  
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1．はじめに   

今日企業に限らず、正確な需要予測は極めて重要であ  
り、予測精度が数パーセント改善すると、物流費用、在  

庫費用、余剰在庫、機会損失など莫大なコスト削減が期  
待できる。   
取替需要の推定を行う上で、一般にモデルを精密化す  
るとパラメータ数が増えて、現実的でなくなる傾向にあ  
る。本研究ではシステムの取替部品の需要を予測するた  
めに、各システムの取替部品の取替履歴を表わす理論モ  
デルを提案し、このモデルに従って、年次毎に登録され  
るすべてのシステムについてシミレーションを行って、  

年毎の部品総数の需要を予測する。   

2．目的   

特に、本研究では、自動車の寿命を考慮した取替部  
品（バッテ リー、タイヤなど）のサイズ別需要をシミ  

レーションによって算出することにより、従来の法方  

に比べて予測精度向上をはかることを目的とする。   

3．理論モデル   

システムの寿命を考慮した部品の取替えを扱う上で、  

寿命のある再生過程（NM（t）1≧。を提案する。  

3．1寿命のある再生過程モデル式  
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図2 ある一・車種の取替  

M：システムの寿命  

拝k）‥部品の寿命、  
表1例：車種別新規需要   （年）  

t－∩  t－1   t  

A  68．592  64．568  67．517  

B  10．020  3，651  1．026  

C  46，544  76，541  91，348  
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NM（t）＝∑Ⅰ（Sk≦t＜M）  
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このNM（t）はシステムの時点tまでの取替回数を表  
している。  

t 年度までの登録台数が既知の時、あるAという車  

種の登録車A．の取替履歴について考える。   

はじめにこの事の寿命LA．を乱数で生成する。次に  

新車装着時の部品のサイズを選択し、部品の寿命La．  

を乱数で生成する。この換作を部品の寿命の総和が車  

の寿命を超えるまで繰り返して、超えた段階でこの自  

動車に対する部品の取替履歴を終了する。これをA車  
種全台について行う（図2）。   

さらにこの手続きをt年の全車種全台数について終  

了した後（t－1年，‥・，と年次を遡って全年次に  
ついて同様に行う。（図3）  T2  T3  T4  T5  

図1寿命のある再生過程のパスの例  
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図5 インパルス応答  
図3 各勾三の取′皆  

表2 例：部品履歴  
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a     町 21，16  13．275  65．481   こ15．481  

b  l 15．46  18．421  86．123    2・521  

C  l 46，51  23，312  41．563  46．512  
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以上の結果から、t 年度までの登録台数が既知の時、  
表2のような取替部品の予想総数を得ることができる。   

このシミレーションで過去から現時点までの登録台数  

についての取替履歴の積上げにより、次年度の取替総数  
予測値が得られる。  

5．トイ・シミレーション   

はじめにこの需要予測モデルの挙動を見ておく。シス  
テムの需要を代表的な入力である、インパルス、ステッ  
プ、およびランプと仮定してシミレーションを行った。  
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図6 ステップ応答  
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図4 トイ・シミレーション  

5．1トイ・シミレーションの結果   
グラフから以下が様子が読み取れる。  

a）1年間の登録数が1，000，000台とした場合のインパ   

ルス応答は6年後に最大値250，000をとる。（図5）  

b）新規登録数1，000，000台が継続して起こる場合の   

ステップ応答はほぼ15年目に定常な状態に落ち着く   

（図6）  

c）一定率で増え続けて15年目に1，000，000台となり、   

また同率で減少する場合のランプ応答では約5年の   

時間遅れが生じているが、相対的に同じような推移   

をする。（図7）  
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図7 ランプ応答  
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